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現
今
で
も
支
那
の
各
地
方
に
一
種
の
人
間
が
あ
っ
て
、
紳
を
己
の
身
へ
乗
移
ら
せ
て
、
人
の
爲
め

に
吉
凶
を
い
っ
て
や
つ
禿
ウ
叉
符
水
で
病
氣
を
治
め
、
所
薦
稜
醸
に
よ
っ
て
悪
鬼
を
鎮
め
た
互
或

は
刀
梯
に
購
う
．
火
の
上
を
歩
行
し
π
う
、
種
．
の
幻
術
を
使
っ
て
、
愚
民
の
愈
信
を
得
て
み
る
も
の
が

あ
る
。
串
す
ま
で
竜
、
な
く
、
之
の
種
類
の
も
の
は
、
決
し
て
支
那
に
限
ち
れ
た
繹
で
は
な
い
。
即
ち

か
の
「
シ
ャ
」
マ
昌
ズ
ム
鮎
に
外
な
ら
ぬ
が
、
支
那
で
竜
上
代
か
ら
中
．
盛
ん
で
あ
っ
て
、
今
日
で
竜
下
暦

肚
會
に
黙
し
非
常
に
勢
力
を
有
し
て
居
る
ら
し
い
。
尤
竜
彼
等
が
巧
に
帯
解
を
，
誼
か
し
、
種
、
不
法

　
　
　
　
亥
那
上
代
の
座
、
巫
威
に
就
い
て
　
　
　
　
　

囁
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
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．
哲
學
研
究
　
第
四
號
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二

の
事
を
し
て
就
會
の
害
を
な
す
所
か
ら
、
歴
朝
の
法
律
に
明
丈
を
掲
げ
、
禁
止
の
方
針
を
と
り
、
師
巫

の
邪
術
を
禁
止
す
る
、
一
項
が
ち
ゃ
ん
と
あ
る
。
清
律
に
竜

　
野
師
世
羅
二
降
邪
紳
幻
書
符
呪
水
。
扶
予
断
聖
。
自
號
“
軍
糧
・
太
保
・
師
婆
凶
及
妄
禰
昌
彌
勒
佛
。
自
蓮
肚
。
明
奪
敏
。

　
臼
雲
宗
等
會
コ
鷹
左
道
異
端
之
術
。
（
略
）
悸
修
釜
目
事
”
。
煽
惑
入
民
一
者
絞
．
爲
レ
二
者
各
杖
一
百
。
流
三
千
．

、
里
。
（
大
濾
律
例
統
纂
集
成
春
＋
六
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ア
ヲ
ユ
ル
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の

と
見
変
て
居
る
。
此
條
丈
は
所
有
左
道
異
端
の
術
を
行
ふ
竜
の
に
適
用
し
、
必
ず
し
竜
巫
に
限
っ

た
繹
で
は
な
い
が
ら
凡
師
巫
云
々
」
と
書
き
初
め
て
あ
る
所
か
ら
推
し
て
澹
ふ
れ
ば
、
殊
に
之
に
重
を

置
い
た
事
が
分
る
。
併
し
法
・
の
精
憩
と
い
ふ
竜
の
は
．
決
し
て
師
厘
其
物
の
存
在
を
禁
じ
π
の
で

は
な
く
、
唯
そ
れ
が
愚
民
を
煽
惑
し
、
貨
財
を
詐
取
し
、
叉
多
入
数
を
集
め
て
治
安
を
害
す
る
ゐ
、
う
な

事
を
す
る
揚
合
を
規
定
し
尤
竜
の
に
遇
ぎ
な
い
。
若
そ
れ
が
眞
面
目
に
良
ら
共
術
を
信
じ
、
一
定

の
四
境
を
股
め
て
人
の
辱
め
に
病
を
治
す
る
の
で
あ
っ
π
ら
．
法
律
の
問
ふ
所
で
は
な
い
。
即
ち

此
種
類
の
人
間
は
画
道
に
比
し
て
其
地
位
は
極
め
て
尊
い
竜
の
な
れ
ど
、
公
然
其
職
業
を
螢
み
、
下

厨
人
民
の
愈
信
を
受
け
み
π
の
で
あ
る
。
ホ
ロ
蓄
ト
氏
の
言
に
擦
れ
ば
、
厘
門
地
方
で
は
、
街
上
に

『
滋
三
聖
レ
此
』
と
い
ぷ
看
板
を
見
受
く
る
乙
と
あ
る
が
、
此
れ
が
即
ち
彼
等
行
者
の
家
で
あ
る
と
い
っ

て
居
る
。
氏
は
專
ら
厘
門
地
方
に
就
い
て
言
つ
尤
の
で
あ
る
が
、
ζ
の
種
類
の
竜
の
は
決
し
て
同



　
地
に
限
ら
れ
だ
竜
の
で
は
な
い
Q
（
臼
晒
首
d
。
O
さ
o
F
隼
δ
¢
亀
σ
q
δ
器
㏄
遂
審
置
。
臨
〇
三
四
鈍
く
。
潤
く
轡
9
ε
の

　
臼
掴
霞
9
さ
て
清
律
で
怨
望
種
の
入
を
端
場
表
保
（
以
上
男
な
り
）
隅
一
は
師
売
女
）
と
い
っ
て
居
る

　
が
、
ホ
ロ
！
ト
氏
は
勢
門
地
方
で
は
男
巫
の
こ
と
を
師
公
と
い
ひ
、
女
巫
を
師
婆
と
い
ふ
と
い
っ
て

　
居
る
。
或
は
形
容
詞
を
つ
け
て
跳
憩
舞
殿
、
跳
腰
師
婆
と
竜
い
ふ
ら
し
い
。
然
る
に
此
等
の
名
稻

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
へ

　
は
随
分
奮
い
竜
の
で
、
元
典
章
な
ど
を
見
る
と
、
至
元
十
一
年
に
跳
赫
師
婆
を
禁
ず
と
い
ふ
法
令
が

　
出
て
居
る
し
（
同
磐
巻
五
＋
七
）
叉
乱
酒
治
元
年
に
江
潅
以
南
の
地
、
淫
祠
掌
文
真
祝
師
巫
の
徒
爾
は
太
保
と

　
呼
び
、
或
は
総
管
な
ど
と
な
へ
、
妄
に
自
ら
実
大
に
し
て
民
衆
を
怪
惑
す
る
か
ら
、
之
を
禁
止
し
な
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
ヘ
　
へ

　
℃
は
な
ら
険
と
い
ふ
達
し
が
出
て
居
る
（
鵜
錨
）
。
群
馬
の
と
き
に
出
門
力
難
劇
に
竜
自
倣
・
師

　
ヘ
ヘ
　
ヘ
　
へ

　
婆
嚇
手
飼
レ
紳
な
ぜ
い
ふ
言
葉
が
あ
れ
ば
、
少
く
と
竜
元
時
代
に
此
等
の
名
穆
が
あ
っ
カ
こ
と
は
分
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
ヘ
　
へ

　
叉
我
輩
が
先
年
江
南
で
少
し
取
調
べ
だ
所
に
よ
る
と
、
同
地
方
に
は
、
俗
に
走
陰
野
と
い
ふ
竜
の
が

　
　
　
　
ヘ
　
ヘ
　
へ

　
居
る
。
外
陰
差
と
は
陰
問
に
往
く
使
者
の
義
で
思
せ
ば
上
家
に
病
人
が
あ
っ
て
其
容
態
甚
璽
き

　
と
き
は
、
こ
の
竜
の
に
頼
み
、
病
氣
が
直
る
か
否
を
陰
間
に
往
い
て
探
ら
し
む
る
の
で
、
あ
る
。
　
彼
れ

　
は
初
め
家
に
來
て
無
曙
に
飲
食
し
、
然
る
後
恰
竜
死
ん
だ
入
『
の
様
に
、
聖
日
若
く
は
一
日
竜
殊
て
仕

’
舞
う
。
や
が
て
早
発
と
眠
よ
う
覧
め
て
陰
問
で
探
べ
海
結
果
を
述
べ
、
病
人
は
到
底
助
か
ら
綴
と

脳
か
、
か
く
ズ
の
方
法
を
取
れ
ば
死
を
轄
じ
て
荏
と
な
す
乙
と
を
得
る
と
い
ふ
乙
と
を
家
人
淀
告

　
　
　
　
　
麦
郵
上
代
の
厩
、
羅
威
に
就
い
・
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

三



　
　
　
　
　
哲
學
研
究
　
　
第
四
號
　
　
　
　
　
　
　
・
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四

鵬
ぐ
る
の
で
あ
る
が
、
大
に
愚
民
の
甲
信
を
受
覇
け
て
居
る
と
の
事
で
あ
る
。
猶
各
地
に
就
い
て
調
ら

　
，
べ
て
見
π
ら
、
種
．
の
名
稻
を
も
つ
て
、
前
に
爆
げ
た
や
う
な
こ
と
を
職
業
と
す
る
も
の
が
あ
る
と
思

　
ふ
が
、
名
稽
は
地
方
若
く
は
時
代
に
よ
つ
て
冷
々
に
な
っ
て
．
居
て
も
．
輔
般
に
之
を
題
し
て
巫
と
い

　
ふ
の
で
あ
る
。
抑
．
巫
と
は
古
名
代
か
ら
あ
っ
て
、
現
今
に
至
る
凌
で
丈
學
や
歴
史
に
あ
ら
は
れ
て

　
居
る
。
　
我
輩
の
目
的
は
耳
触
の
歴
吏
を
包
含
的
に
述
ぶ
る
の
で
は
な
い
。
　
以
下
支
那
の
上
代
に

　
於
け
る
巫
に
就
い
て
少
し
計
ウ
述
べ
て
見
た
い
と
思
ふ
。

　
　
、
一
翼
巫
に
興
す
る
認
事
は
、
周
時
代
の
書
、
例
せ
ば
周
禮
、
禮
記
、
左
傳
、
単
語
、
雀
躍
書
、
荘
、
列
、
楚
僻
等
に

　
は
可
な
ウ
多
い
け
れ
ど
も
、
周
以
前
の
蕊
に
關
し
て
は
、
文
獄
は
極
め
て
寡
な
い
。
併
し
そ
れ
は
丈

　
獄
が
寡
い
と
い
ふ
丈
で
．
そ
れ
だ
か
ら
巫
が
周
、
秦
以
後
の
や
う
に
盛
ん
で
な
か
つ
と
言
ふ
こ
と
は
、

　
萬
、
出
置
な
い
。
否
、
周
、
秦
以
後
に
巫
風
が
盛
ん
で
あ
っ
尤
か
ら
、
そ
れ
よ
り
も
一
般
に
民
智
の
開
け

　
な
か
つ
だ
上
代
に
は
、
猶
更
勢
力
を
有
っ
て
居
雀
乙
と
が
想
像
き
る
＼
の
で
あ
る
が
、
丈
獄
は
麺
め

　
て
乏
し
い
。
先
づ
上
代
の
祭
祀
を
記
し
だ
竜
の
は
爾
書
で
あ
る
。
露
典
に
舜
が
位
を
撮
す
る
や

　
上
天
・
宍
宗
・
出
川
・
翠
嵐
を
祭
っ
た
こ
と
や
、
四
方
を
巡
狩
す
る
こ
と
に
山
川
を
望
厚
し
た
之
と
象
ど

　
が
書
い
て
あ
る
が
畿
ハ
祭
鶏
ば
極
め
て
典
侍
的
で
、
嫉
寸
見
る
と
大
軍
掌
典
鞍
部
の
條
に
、
大
飛
中
祀

　
雛
祀
を
分
ち
、
天
子
親
ら
構
う
、
若
く
は
大
臣
と
か
地
方
官
を
し
て
幣
畠
を
供
へ
し
む
る
も
の
と
同
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じ
く
極
め
て
典
禮
的
で
宗
敏
的
臭
味
が
少
な
い
や
う
で
あ
る
。
蓋
し
愚
書
は
先
王
天
下
を
治
む

る
大
経
大
法
を
載
せ
土
竜
の
で
、
政
治
道
徳
に
關
せ
ざ
る
竜
の
は
、
孔
子
が
、
除
か
れ
尤
の
で
、
從
ふ
て

當
時
一
般
の
王
民
が
如
何
な
る
宗
敏
的
観
念
を
も
つ
て
居
つ
な
か
、
若
く
は
天
子
諸
侯
が
天
地
山

川
を
祭
る
以
外
に
、
紳
に
．
事
ぶ
る
こ
と
の
み
を
職
業
と
す
る
人
が
あ
っ
π
か
否
を
知
る
こ
と
は
頗

る
困
難
で
あ
る
。

　
然
し
叉
一
方
か
ら
考
ふ
る
と
、
前
に
述
べ
カ
通
う
、
操
短
以
後
の
書
籍
に
座
の
記
事
が
多
く
、
又
随

分
輔
般
祉
會
に
勢
力
を
竜
っ
て
居
た
所
か
ら
、
我
輩
は
周
以
前
は
潮
曇
其
奪
信
が
盛
ん
で
あ
り
だ

と
想
像
す
る
。
巾
す
ま
で
蔦
な
く
、
巫
の
記
事
が
早
く
見
え
て
居
る
の
ぼ
儒
古
意
瓦
書
羅
宇
に
伊

サ
が
太
甲
に
幽
し
、
湯
の
盛
徳
を
蓮
べ
て
訓
誠
を
し
力
中
に
、
湯
の
制
っ
π
官
刑
を
暴
げ
、

　
敢
有
7
揮
舞
干
宮
舶
酎
申
歌
干
室
切
時
謂
昌
巫
風
凶

と
い
ふ
文
句
が
あ
っ
て
、
其
下
に
淫
風
寸
感
を
墨
げ
、
こ
の
無
風
を
戒
め
ね
ば
な
ら
漁
と
言
っ
て
あ

る
。
無
論
こ
れ
は
束
晋
梅
蹟
の
儒
古
癖
だ
か
ら
．
そ
れ
丈
で
は
詮
櫨
に
な
ら
臓
が
、
此
に
類
似
し
π

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ツ
マ
リ

文
句
が
、
墨
子
の
非
樂
篇
に
出
て
居
る
。
結
局
儒
古
交
の
作
者
は
墨
子
か
ら
篇
ん
だ
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ

　
先
王
添
書
。
湯
之
宮
刑
有
レ
之
。
日
。
其
恒
昌
舞
子
宮
吻
斑
点
昌
温
風
翌
日
刑
。
君
子
出
昌
綜
二
衛
ゆ
云
々

．
墨
子
に
さ
う
拠
て
居
る
所
か
ら
考
ふ
れ
ば
、
少
く
と
白
湯
の
官
刑
な
る
竜
の
が
墨
子
の
時
按
で
あ

　
　
　
　
支
那
上
代
の
麗
、
泌
成
に
旧
い
で
「
　
　
　
・
　
「
　
　
　
　
五
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編
尉
　
慰
轡
　
帽
鱗
　
　
究
　
　
　
第
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號
　
　
　
　
．
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六

つ
た
事
は
明
で
あ
る
。
　
又
こ
の
文
の
意
味
は
、
在
位
者
の
歌
舞
逸
樂
に
耽
け
る
こ
と
を
忌
め
、
其
前

後
を
忘
却
し
て
舞
ひ
狂
ず
る
さ
ま
を
形
容
し
て
、
無
風
と
い
つ
π
も
の
な
る
が
、
此
丈
か
ら
間
接
に

湯
の
時
に
巫
と
い
ふ
も
の
が
居
て
、
そ
れ
が
舞
蹟
を
す
る
竜
の
で
あ
っ
忌
事
は
分
る
。
凡
そ
巫
に

瀞
が
鵜
湿
す
る
と
き
は
手
を
動
か
し
、
足
を
動
か
し
て
エ
ク
ス
テ
シ
「
の
歌
態
に
な
る
。
　
此
れ
は

支
那
の
巫
に
限
ら
顧
こ
と
で
あ
る
。
尤
も
霊
廟
に
は
巫
を
解
し
て
、

　
亜
祝
也
。
女
能
事
昌
無
形
哺
以
レ
舞
降
ソ
紳
者
。
乱
象
入
雨
漏
舞
形
鱒

と
あ
る
。
許
愼
の
設
に
よ
れ
ば
、
巫
と
い
ふ
二
二
が
直
ち
に
叢
竹
を
表
す
や
う
に
解
し
て
居
る
が
、

そ
れ
は
ど
う
だ
か
分
ら
膿
。
　
已
に
置
去
に
引
き
π
る
古
丈
は
甕
に
作
っ
て
あ
る
し
、
近
時
三
友
羅

君
二
言
の
著
は
し
た
般
虚
書
契
考
葎
に
よ
れ
ば
、
股
時
代
の
ト
に
用
み
だ
魑
骨
に
あ
る
巫
字
は
鼠

と
な
っ
て
居
る
。
砧
を
舞
形
と
す
る
の
は
牽
強
で
は
あ
る
棲
い
か
と
思
ぷ
が
、
併
し
實
際
巫
が
舞

に
よ
っ
て
紳
を
降
し
た
こ
と
は
、
種
．
の
方
面
か
ら
謹
言
を
と
る
こ
と
が
出
怠
る
。
即
ち
春
官
司
巫

の
條
に
若
國
大
皐
則
師
二
黒
舞
雲
と
か
女
巫
の
條
に
早
言
則
舞
レ
雲
叉
は
地
官
心
置
の
條
に
舞
の

種
類
を
墨
げ
π
う
ち
に
敏
呂
三
舞
帥
右
心
皐
嘆
工
事
一
云
，
々
と
あ
る
・
の
も
三
舞
に
就
い
て
言
っ
た
も

の
で
あ
ら
う
。
要
す
る
に
巫
と
舞
と
が
密
接
の
關
係
を
有
っ
て
居
π
こ
と
は
分
る
の
で
あ
る
。

　
そ
れ
か
ら
誓
書
に
は
巫
で
あ
っ
た
入
、
少
く
と
竜
巫
某
と
人
名
の
上
に
巫
字
を
冠
せ
た
込
の
が
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爾
人
出
℃
居
る
。
乃
ち
良
書
君
爽
篇
に
周
公
が
股
の
臣
で
、
力
を
其
君
に
敷
し
π
人
の
事
を
暴
げ

疫
中
に
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
●

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
へ

　
在
一
太
戊
一
時
則
有
レ
若
鵡
伊
防
・
臣
轟
格
昌
干
上
帝
幻
巫
成
叉
昌
王
家
↓
在
憩
乙
壁
則
有
F
君
国
巫
読
師

帥
ち
太
戊
租
乙
の
時
代
に
巫
威
、
巫
賢
と
い
ふ
二
人
の
賢
臣
が
あ
っ
だ
と
い
ぶ
の
で
あ
る
。
子
而
し

て
儒
孔
傳
に
は
二
入
は
父
子
と
し
て
あ
る
。
然
る
に
此
笑
声
に
就
い
て
は
衙
書
の
丈
面
で
ば
、
巫

　
　
　
　
チ
サ
ム
　
　
　
　
　
　
ま

成
は
王
家
を
認
む
と
の
本
文
あ
っ
て
伊
陽
臣
厘
等
の
賢
臣
と
併
記
し
て
あ
る
。
高
峯
も
亦
こ
れ

に
劣
ら
滋
人
で
あ
っ
π
と
見
ら
る
㌧
が
、
乙
れ
以
外
に
は
何
事
二
分
ら
諏
の
で
、
從
來
こ
の
こ
人
に

就
て
は
学
説
が
あ
る
。
即
ち
其
一
は
巫
を
以
て
軍
に
氏
と
な
す
の
設
で
あ
る
。
そ
れ
は
本
文
巫

賢
の
下
の
傭
孔
傳
に

　
賢
。
三
子
。
巫
氏
。

と
注
し
て
居
る
。
儂
繋
駕
の
考
に
す
る
と
、
巫
は
元
來
一
種
の
宗
敏
的
職
業
を
な
す
入
に
碧
く
る

言
葉
で
あ
っ
だ
が
、
其
子
孫
に
至
っ
て
租
先
の
職
業
を
其
儘
取
っ
て
氏
名
と
し
泥
。
実
業
巫
賢
の

巫
を
氏
と
す
る
の
は
そ
れ
で
あ
る
と
い
ふ
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
一
撃
尤
の
設
で
、
支
那
人
の
氏
に

か
＼
る
例
は
多
い
。
氏
同
志
事
書
巫
卜
陶
匠
是
也
。
な
ど
い
ム
言
葉
の
あ
る
通
ウ
で
あ
る
。
今
一
説

は
巫
威
聖
賢
は
實
際
巫
で
あ
っ
た
か
ら
、
名
の
上
に
巫
字
を
冠
ら
ぜ
だ
と
い
ふ
の
て
此
読
を
主
張

　
　
　
　
支
那
上
代
の
座
、
巫
成
に
．
蕊
．
い
て
　
　
　
　
　
・
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七



402

　
　
　
　
哲
學
研
究
　
　
第
匹
號
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
F
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八

す
る
の
は
馬
歯
郷
鼻
髭
の
學
者
で
あ
る
。
馬
の
説
は
爾
書
経
典
繹
楽
書
面
謝
叉
の
條
に

　
馬
云
。
巫
男
巫
也
。
名
威
。
股
之
巫
也
。

と
あ
ウ
鄭
の
読
は
同
し
く
威
叉
の
正
義
に

　
鄭
玄
云
。
三
三
謂
ア
之
一
｝
酢
ゆ
躍
畷
謁
巫
官
一
者
坤

と
あ
る
。
　
即
ち
儒
孔
傳
と
馬
鄭
と
は
其
説
が
全
く
違
っ
て
居
る
。
　
一
如
清
朝
の
考
．
謹
家
は
、
僑
孔

傳
に
は
全
く
信
用
を
置
か
な
い
。
　
叉
馬
妬
心
の
経
説
と
い
つ
だ
ら
、
一
も
雨
竜
な
く
奪
奉
ず
る
習

な
れ
ど
竜
、
巫
論
点
賢
の
織
に
就
い
て
は
そ
シ
で
な
い
。
例
せ
ば
梁
直
直
の
如
き
、

　
案
馬
鄭
謂
一
一
威
是
股
巫
而
妄
也
。
威
賢
父
子
倶
大
臣
。
幅
出
出
世
作
巫
官
裁
常
人
　
　
　
　
　
タ

と
い
ひ
、
史
記
封
麗
容
に
歪
面
賛
巫
並
置
。
巫
成
之
興
自
レ
此
始
と
あ
る
を
論
じ
、
藤
壷
如
意
必
假
レ
域
爲
読
。

故
更
公
定
琵
語
椰
と
い
ひ
、
因
蔵
氏
巫
乱
心
レ
成
爲
昌
巫
聾
と
い
ひ
．
儒
孔
傳
に
、
唯
之
を
以
て
氏
と
し
、
孔
疏

に
歪
面
父
子
爲
逗
大
先
達
不
”
澄
作
熱
血
「
と
あ
る
の
を
．
見
る
所
知
な
ウ
な
ど
い
っ
て
褒
め
て
み
る
。

（史

¥
六
）
叉
顧
炎
武
竜
日
輪
録
巻
二
＋
五
巻
に
巫
成
を
以
て
巫
と
な
す
は
後
人
の
假
託
な
ウ
と

論
じ
た
。
叉
同
じ
考
謹
家
で
竜
、
南
郷
の
論
を
奉
ず
る
竜
の
が
な
い
で
は
な
い
。
例
へ
ば
繭
玉
裁

の
如
き
、
矢
張
心
志
を
以
て
大
臣
で
あ
っ
て
、
同
蒔
に
巫
で
あ
っ
π
と
主
張
す
る
一
人
で
あ
る
（
轍
戦

醗
二
十
上
）
。
　
卜
者
の
設
を
吟
味
す
る
に
＼
儒
幽
静
若
く
は
こ
れ
と
意
見
を
同
じ
う
す
る
人
は
、
巫
の



　
職
を
極
め
て
賎
し
き
と
の
と
見
、
か
＼
る
人
が
伊
ヂ
と
か
伊
隣
臣
庵
の
如
き
大
臣
と
列
記
さ
れ
、
叉

　
叉
昌
王
家
な
ど
言
は
る
㌧
繹
が
な
い
。
故
に
座
成
若
く
は
巫
賢
の
巫
は
氏
で
あ
っ
て
、
縦
令
此
ハ
組
先

　
な
ど
う
で
あ
っ
カ
に
せ
よ
、
爾
人
は
立
密
な
大
臣
で
、
巫
で
は
な
い
、
又
父
子
二
人
と
竜
巫
だ
る
道
理

　
が
な
い
と
い
ふ
の
で
あ
る
。
併
し
こ
れ
は
周
以
後
と
共
以
前
に
於
け
る
支
那
の
文
化
に
差
違
あ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
へ
お
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

　
る
こ
と
を
顧
み
な
い
議
論
で
、
我
輩
は
段
葛
裁
か
賢
聖
何
必
不
レ
作
レ
巫
乎
の
一
語
が
除
平
面
意
い
と

　
思
ふ
。
成
程
周
以
後
に
菰
る
と
、
巫
の
地
位
は
決
し
て
．
奪
い
竜
の
で
は
な
い
。
無
電
は
周
公
の
作

　
で
．
も
な
く
、
叉
其
時
代
に
整
粒
だ
竜
の
で
竜
な
か
ら
う
と
思
ふ
が
、
春
宮
大
宗
伯
の
厩
に
、
祭
祀
に
關

．
組
す
る
官
を
墨
げ
て
る
る
そ
の
内
に
、
祝
と
い
ふ
の
が
あ
る
。
説
に
も
亦
大
観
、
小
祝
、
喪
瀧
、
句
覗
、
認

　
祝
と
分
か
ち
、
覗
官
の
壷
金
る
大
親
は
下
大
夫
の
格
で
あ
る
に
反
し
、
警
官
の
長
だ
る
司
巫
は
中
士

　
で
、
其
下
に
男
巫
と
女
巫
と
が
無
数
に
居
る
け
れ
ど
竜
、
唯
司
巫
の
指
頭
を
受
け
て
降
紳
其
他
の
術

　
を
な
す
竜
の
で
．
嚴
密
な
悪
事
に
於
け
る
宮
で
は
な
い
。
　
つ
ま
参
我
國
の
榊
肚
の
祝
と
其
下
に
隷

　
摂
す
る
巫
女
と
の
關
係
に
類
似
し
、
爾
者
を
此
律
し
て
見
る
と
観
の
方
が
遙
に
巫
よ
ウ
地
位
が
高

　
く
し
て
あ
る
。
、
こ
れ
は
周
の
或
時
代
に
於
け
る
巫
の
地
位
を
知
る
こ
と
の
出
奈
る
材
料
で
あ
る
。

　
左
傳
に
な
る
と
巫
に
關
す
る
記
事
は
頗
る
多
い
が
、
周
禮
の
巫
よ
う
竜
一
居
賎
役
と
し
て
あ
っ
力

螂
や
う
で
あ
る
。
耳
語
楚
語
に
揖
て
居
る
観
尊
父
が
昭
王
に
答
へ
尤
言
葉
は
、
支
那
の
上
代
に
巫
と

　
　
　
　
易
乖

　
　
昏
　
　
亥
那
上
代
の
蕊
、
麗
成
に
就
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
九
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號
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・
　
　
　
　
　
一
〇

い
ふ
竜
の
が
あ
ウ
、
そ
れ
か
ら
祝
が
出
來
、
叉
宗
と
な
つ
π
樫
路
を
読
明
し
た
竜
の
で
あ
る
が
、
座
の

歴
吏
を
研
究
す
る
に
必
．
要
な
文
句
で
あ
る
か
ら
、
下
に
抄
出
し
て
見
よ
う
。

　
（
前
略
）
古
郡
民
聯
不
レ
雑
。
民
之
精
爽
不
嵩
機
戴
著
。
墨
黒
能
率
粛
衷
正
。
其
知
能
上
下
比
レ
義
。
其
聖
能
光
遠

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
へ

．
宜
朗
。
其
朋
能
光
昌
照
之
哺
其
軍
陣
聴
昌
徹
之
四
韻
レ
是
則
明
紳
降
レ
之
在
レ
男
日
レ
蜆
。
在
レ
女
日
レ
巫
。
是
脚
下
制
呂
聯
之
露

　
位
衣
主
一
而
爲
甲
之
牲
…
器
時
服
占
而
後
使
ア
先
聖
之
後
面
有
昌
光
烈
殉
而
照
降
“
山
川
之
號
。
高
率
之
主
。
宗
廟
之

　
事
。
昭
穆
之
世
舶
齊
敬
之
勤
。
禮
節
之
宜
。
威
儀
之
則
。
容
貌
之
崇
。
忠
信
之
質
。
煙
潔
之
服
。
而
敬
昌
恭
明
紳
一
者
。

　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

　
以
爲
噌
之
親
心
使
暫
名
臣
之
後
。
能
早
雪
四
時
之
生
。
犠
牲
艶
物
。
帰
国
之
類
。
渠
服
之
儀
。
郵
器
声
量
。
財
主
之
度
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

　
屏
撮
之
位
。
壇
揚
煮
所
。
上
下
華
甲
。
氏
姓
之
出
凶
事
心
肺
訪
奮
血
か
者
。
爲
ボ
七
宗
占
。
云
々

第
一
段
は
巫
蜆
が
如
何
な
る
も
の
で
あ
っ
だ
か
を
蓮
へ
、
二
年
号
祀
、
三
、
段
は
宗
の
起
つ
力
順
序
を

卜
い
て
居
る
。
帥
ち
最
初
に
特
別
の
精
憩
状
態
を
有
．
．
し
、
容
易
に
己
の
身
に
紳
を
降
す
る
乙
と
の

出
來
π
巫
蜆
の
起
つ
π
こ
と
、
そ
れ
か
ら
山
川
の
早
早
、
宗
廟
昭
穆
の
事
を
心
得
、
禮
節
威
儀
あ
ウ
且

つ
忠
信
の
徳
を
乗
ウ
紳
紙
に
奉
仕
す
る
親
と
、
次
に
親
よ
ウ
竜
一
層
職
務
の
大
い
な
る
宗
に
つ
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ツ
マ
り

て
述
べ
て
居
る
。
・
早
帰
料
亭
の
太
宗
伯
は
結
局
こ
㌧
に
い
ふ
宗
に
當
ウ
、
祝
と
巫
と
は
周
禮
で
は

脚
部
厩
と
な
っ
て
居
る
。
巫
は
其
身
に
憩
を
降
ら
し
む
る
も
の
で
、
最
ブ
ジ
ミ
チ
す
ブ
の
竜
の
で

あ
る
が
、
丈
化
の
進
む
に
つ
れ
、
多
少
震
声
的
な
祀
が
出
て
重
要
な
竜
の
と
な
φ
、
猫
進
ん
で
宗
と
な
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れ
ば
家
宰
、
司
徒
、
司
馬
、
司
塞
、
司
室
な
ど
＼
肩
を
比
べ
一
の
行
政
官
磨
と
な
る
の
で
あ
る
。
併
し
か

く
の
如
く
な
つ
だ
の
は
、
思
ふ
に
周
以
後
の
こ
と
で
、
そ
の
以
前
帥
ち
丈
化
の
程
度
が
低
く
、
聯
道
を

以
て
民
を
導
き
、
祭
政
の
聖
別
が
甚
だ
明
で
な
か
つ
π
時
代
に
は
、
巫
と
い
っ
て
鴨
竜
後
世
に
見
る
ご

と
き
賎
役
で
は
、
な
か
つ
π
に
逮
ひ
な
い
。
そ
れ
が
飛
入
の
問
に
立
っ
て
非
常
な
構
力
を
竜
っ
て

居
π
こ
と
は
想
像
が
出
彫
る
の
て
、
其
鐵
か
ら
見
れ
ば
巫
威
巫
賢
が
巫
で
あ
っ
て
竜
、
決
し
て
差
支

は
な
い
。
　
叉
有
力
な
謹
鑛
は
、
書
序
に
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ッ
グ

　
伊
渉
相
昌
大
戊
↓
毫
有
γ
鮮
．
興
亜
共
生
於
朝
舶
僻
渉
賛
鎌
脚
威
撃
墜
昌
威
叉
四
扁
凶

と
あ
る
。
毫
は
即
ち
段
の
都
で
あ
る
。
耳
触
の
二
木
’
毫
の
朝
に
合
生
し
て
数
日
を
出
で
ず
し
て
、

早
大
さ
換
に
及
べ
蚤
。
朝
は
木
の
生
ず
べ
き
所
に
あ
ら
ざ
る
に
、
か
く
の
如
き
は
怪
異
な
ウ
と
て
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
へ

此
事
を
巫
成
に
皆
げ
て
、
典
に
議
論
し
て
威
父
を
作
つ
尤
と
い
ふ
。
聖
職
賛
昌
於
．
巫
成
“
の
一
句
が
注

意
す
べ
き
之
と
で
、
伊
隣
が
特
に
こ
の
怪
異
を
勝
成
に
告
げ
た
謬
は
、
其
職
災
を
纏
ふ
る
に
あ
る
を

以
て
其
意
見
を
徴
せ
ん
が
爲
φ
と
せ
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
故
に
更
記
封
灘
書
に
竜
同
じ
く
此
事

を
記
し
、
　
“

　
伊
陛
賛
‘
巫
壌
巫
成
之
興
自
琵
始
。

と
あ
る
。
此
等
の
学
説
か
ら
見
て
も
、
王
威
が
巫
宮
と
し
て
古
來
か
ら
考
へ
ら
れ
て
居
π
事
は
朋

　
　
　
　
支
那
上
代
の
巫
、
塵
威
に
就
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
「
一
一
　
　
　
．
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．
一
二

臼
で
あ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．

　
次
に
研
究
す
べ
き
は
巫
成
の
．
氏
名
に
就
い
て
、
古
文
爾
書
家
の
い
ふ
所
と
、
今
丈
荷
書
家
の
と
蓮

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
へ

っ
て
居
る
。
帥
ち
古
文
爾
書
に
は
大
志
の
臣
二
成
と
な
っ
て
、
今
丈
血
書
に
は
巫
戊
と
な
っ
て
居

だ
ら
し
い
。
共
謹
櫨
は
自
虎
通
姓
名
篇
に
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
へ

　
股
以
昌
生
」
名
レ
子
何
べ
聯
）
干
篇
民
臣
一
亦
得
7
以
昌
甲
乙
生
疑
一
名
心
子
。
（
鞭
）
以
7
荷
書
道
縄
股
臣
昌
昌
巫
成
一
有
鮎
阻
己
寧
也
。

と
あ
る
。
股
に
は
君
臣
と
竜
に
、
子
の
生
れ
た
甲
乙
の
日
を
以
て
名
と
す
。
飯
野
に
見
え
だ
る
巫

威
租
己
は
其
例
な
ウ
と
の
意
味
で
あ
る
。
然
る
に
租
己
の
己
は
十
干
の
一
な
れ
ば
、
生
日
を
以
て

画
く
る
例
と
な
れ
ど
威
は
十
干
の
う
ち
k
な
い
。
こ
れ
全
く
戊
の
字
に
て
白
虎
通
に
は
元
は
巫

戊
と
な
っ
て
居
て
、
生
日
を
以
て
点
け
尤
例
に
取
ら
れ
π
の
で
あ
る
。
自
幅
下
の
作
者
は
今
文
家

で
あ
る
か
ら
、
今
文
血
書
の
本
交
に
は
巫
戊
と
な
っ
て
居
た
こ
と
が
分
る
。
今
の
自
虎
癒
に
巫
威

と
な
っ
て
居
る
は
、
後
世
古
毒
焔
書
が
盛
に
な
っ
て
來
た
か
ら
、
元
來
巫
戊
と
あ
っ
だ
の
を
、
後
人
が

不
注
意
に
改
め
た
と
見
ゆ
る
。
さ
て
こ
の
股
の
臣
だ
ウ
し
人
を
巫
成
と
す
る
が
正
し
き
か
、
若
く

は
巫
戊
の
方
が
正
し
き
か
、
換
言
す
れ
ば
今
交
古
文
妊
れ
に
從
ふ
べ
き
か
と
い
ふ
に
、
こ
れ
は
申
々

八
釜
敷
問
題
で
あ
る
。
或
は
成
と
戊
と
字
形
相
類
す
る
所
か
ら
、
爾
者
の
う
ち
偏
れ
か
窒
誤
爲
さ

れ
泥
ら
ん
と
い
ふ
人
も
あ
れ
ど
、
我
輩
は
忙
々
に
か
く
の
如
き
論
噺
を
す
る
こ
と
を
好
ま
ぬ
。



　
　
今
述
べ
唆
通
ゆ
、
自
筆
通
義
に
よ
る
と
、
今
文
爾
書
ば
巫
戊
に
作
っ
た
事
は
明
で
あ
る
が
、
禽
書
以

　
外
の
古
書
に
巫
威
と
い
ふ
名
前
が
澤
由
出
て
居
る
。
聾
し
て
落
書
に
は
屡
。
写
す
如
く
、
般
大
戊
の

　
と
き
の
人
と
し
て
あ
る
け
れ
ど
も
、
他
の
古
書
に
は
こ
れ
と
違
つ
だ
時
代
に
配
置
き
れ
て
居
る
。

　
以
下
少
し
国
威
と
い
ふ
名
の
見
え
π
例
を
夕
ぐ
れ
ば
、
第
一
は
呂
氏
春
秋
で
あ
る
。
同
書
分
審
覧

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
　
へ

　
勿
躬
篇
に
、
大
擁
作
昌
甲
子
り
黙
如
作
虜
首
上
な
ど
、
総
べ
て
事
物
の
起
源
を
述
べ
だ
う
ち
に
巫
彰
作
レ
讐
。
巫

　
で
　
　
も
　
　
カ

　
威
作
レ
笠
と
い
ふ
交
句
が
あ
る
。
叉
説
文
に
竜
傷
者
巫
彰
単
作
”
轡
と
あ
る
。
笠
は
伏
義
、
讐
は
紳
農

　
よ
ウ
創
懐
つ
カ
こ
と
に
な
っ
て
居
る
が
、
少
く
と
竜
段
よ
ウ
以
前
に
磐
藥
占
笠
の
事
は
あ
っ
た
の

　
で
、
此
に
墨
げ
た
巫
成
と
股
臣
巫
成
と
は
別
と
し
て
考
へ
ね
ば
都
合
の
悪
い
様
で
あ
る
。
次
に
は

　
世
本
で
あ
る
が
、
そ
れ
に
は
矢
張
巫
彰
作
レ
轡
と
見
え
、
叉
巫
威
に
就
い
て
は

　
　
巫
威
錐
臣
也
。
以
張
圃
術
一
爲
昌
帝
蜷
之
警
噛

　
　
巫
成
作
レ
笠
。

　
　
座
成
作
鼓
。

　
と
あ
る
。
（
秦
嘉
談
輯
補
本
に
よ
る
）
叉
山
海
経
海
外
西
経
に

　
　
巫
成
國
あ
み
、
同
じ
く
海
内
西
経
に
は
、

蝦
　
騨
開
明
東
有
簡
M
巫
彰
・
巫
抵
・
蘇
陽
・
巫
履
・
巫
凡
・
響
応
『
爽
昌
盗
読
之
戸
舶
皆
操
昌
不
死
之
藥
以
距
レ
之
、

　
　
　
　
　
麦
那
上
代
の
巫
、
颪
戒
に
就
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
三
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蕾
學
研
究
　
第
四
號
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
四

と
あ
う
。
大
荒
西
経
に
は

　
大
荒
之
中
有
レ
山
。
凶
日
昌
豊
沮
玉
門
甘
月
面
γ
入
。
有
駆
鷺
山
殉
巫
減
・
巫
帥
・
再
勝
・
前
面
・
巫
姑
・
巫
直
・
巫
抵
・
巫
謝
・

　
座
羅
十
厘
。
從
レ
此
升
降
。
百
藥
愛
在
。

な
ど
＼
あ
る
。
そ
れ
か
ら
周
禮
春
官
大
宗
伯
要
人
の
條
に
九
簿
の
名
を
墨
げ
、

　
一
日
巫
更
。
二
日
巫
沿
峡
。
ご
一
日
巫
式
。
四
日
血
目
。
一
聯
日
雷
坐
嘱
望
。
晶
ハ
円
［
巫
比
。
レ
℃
日
。
巫
祠
。
八
日
巫
滲
。
九
円
〔
巫

　
環
。
以
辮
朋
吉
凶
舶

と
あ
る
。
鄭
玄
は
巫
を
笠
の
字
が
孚
分
敏
損
し
π
る
竜
の
と
見
て
、
巫
更
巫
成
以
下
を
籏
γ
更
と
か

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ミ
ナ

笠
歳
と
い
ふ
風
に
讃
ま
せ
、
笠
レ
更
と
は
都
邑
を
宿
す
揚
合
に
醸
す
る
こ
と
、
叉
威
は
倉
と
い
ム
義
に

・
て
、
或
る
事
に
齢
し
人
民
が
皆
賛
同
す
る
か
否
を
笠
▽
す
る
こ
と
＼
解
し
て
み
る
が
、
此
れ
は
所
謂
交

を
望
ん
で
義
を
生
じ
た
竜
の
で
樽
會
も
亦
甚
し
い
の
で
あ
る
。
宋
の
転
送
の
読
経
小
博
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぬ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ
　
　
ゐ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

　
此
乃
前
世
逓
幡
於
古
扁
者
九
人
。
其
遺
法
存
昌
血
書
一
可
γ
傳
者
也
。
古
者
占
暮
「
之
工
。
通
謂
昌
之
巫
刈
更
成
式
目
等

　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

　
其
賊
塞
。
巫
細
見
幽
於
他
書
著
多
尖
。
易
疑
爲
易
。
易
薄
陽
宇
。
衝
謂
巫
陽
也
。
其
他
則
未
聞
。
鮮
未
蘭
不
レ
害
昌

　
其
有
也
。

と
言
っ
て
居
る
。
我
輩
は
乙
れ
を
以
て
最
穏
當
な
解
繹
と
信
ず
る
。
邸
ち
巫
成
は
上
に
暴
げ
た

皇
威
の
事
で
あ
6
。
叉
巫
易
は
巫
易
若
く
は
巫
陽
で
、
山
海
経
や
楚
爵
招
魂
に
出
て
居
る
巫
陽
と



・
靭

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヅ
マ
リ

同
じ
竜
P
と
信
ず
る
。
結
局
古
昔
か
ら
此
等
の
人
が
笠
を
し
π
逡
法
が
あ
っ
差
の
を
，
画
人
と
い

ふ
官
で
あ
っ
か
つ
カ
こ
と
に
周
禮
の
本
性
で
は
な
っ
て
居
る
の
で
あ
る
。

　
以
上
述
べ
尤
こ
と
か
ら
、
我
輩
は
種
々
な
事
を
考
へ
る
の
で
あ
る
。
第
一
に
こ
の
巫
と
い
ふ
も

の
が
占
笠
と
、
夕
嵐
に
關
歯
し
て
居
だ
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
は
隠
す
懐
で
も
な
く
、
支
那
に
限
ら
ず
、

嚇
般
に
「
シ
や
雪
マ
，
・
一
ズ
ム
」
に
附
随
し
た
事
で
あ
る
。
殊
に
か
の
ほ
亀
憲
五
二
費
と
支
那
に
於
け
る

巫
と
類
似
し
て
居
る
事
な
ど
を
述
べ
た
ら
面
白
い
と
思
へ
ど
此
に
は
要
略
す
る
。
そ
れ
か
ら
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
へ

識
し
た
こ
と
な
れ
ど
、
前
に
墨
げ
た
巫
成
作
鼓
の
一
句
竜
、
多
少
牽
張
樽
會
に
隔
る
る
の
弊
は
あ
れ

ど
、
シ
ベ
リ
ヤ
地
方
の
巫
術
を
な
す
竜
の
が
、
舞
ひ
狂
ふ
と
き
手
に
持
っ
て
る
る
も
の
と
比
較
し
て

考
ふ
る
こ
と
が
出
來
る
と
思
ふ
。
鼓
の
無
明
者
を
巫
威
と
す
る
所
に
興
味
が
な
い
で
は
な
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
へ

第
二
に
考
ふ
べ
き
は
、
以
上
學
げ
距
古
書
に
見
ゆ
る
巫
成
と
荷
下
に
あ
る
股
臣
巫
成
（
今
交
荷
書
に
は
麗
戊
）
と

の
關
係
で
あ
る
。
上
に
墨
げ
だ
巫
威
は
股
よ
う
か
遙
か
前
の
人
と
撤
っ
て
居
る
。
山
海
経
な
ど

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
じ
お
ダ

に
な
る
と
全
く
時
間
を
超
越
し
力
不
老
不
死
の
紳
人
で
あ
る
。
実
れ
に
就
い
て
は
股
臣
巫
威
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鋸

人
の
事
蹟
が
次
第
に
誇
張
さ
れ
て
、
塗
に
か
＼
る
傳
説
を
生
ん
だ
と
も
見
ら
れ
る
け
れ
ど
、
此
慮
に

聯
か
疑
が
あ
る
。
、

そ
れ
は
何
か
と
い
ふ
に
、
巫
だ
ゑ
し
人
で
戚
と
い
ふ
名
を
有
つ
π
竜
の
は
、
股
以
後
に
も
随
分
あ
る
。

　
　
　
　
支
那
上
代
の
祖
、
証
祓
に
競
い
て
　
　
　
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
五
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、
哲
　
　
魚
騨
　
研
　
　
究
　
　
　
第
四
門
鱒
岬
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
六

例
せ
ば
軽
子
及
ひ
荘
子
に
憩
巫
愚
才
と
い
ム
も
の
㌧
名
が
出
て
居
る
。
荘
子
鷹
帝
篇
に

　
　
　
　
　
　
へ
　
　
ひ

　
鄭
有
昌
榊
　
巫
一
轍
晶
季
成
上
知
二
人
甘
露
生
存
凶
繭
頑
壽
天
田
並
在
二
歳
月
旬
日
榊
若
レ
聯
。
鄭
人
見
レ
面
識
棄
而
走
。
列

　
子
見
レ
之
而
心
醇
。
云
々

叉
同
し
く
天
蓮
篇
に

　
も
　
ヘ
　
へ

　
巫
威
一
招
日
。
來
五
口
甑
㎜
レ
女
。
天
・
有
瓢
ハ
極
五
常
コ
云
々

と
い
ム
こ
と
が
あ
る
。
尤
も
巫
成
沼
に
就
て
は
経
典
繹
文
に
避
け
る
李
注
に
は
『
巫
成
。
事
相
也
。
沼

寄
名
也
』
。
と
い
っ
て
居
る
。
つ
ま
ム
之
を
以
て
術
書
の
巫
威
と
同
じ
と
し
て
あ
れ
ど
何
の
本
つ

く
所
あ
っ
て
之
を
言
ふ
か
分
ら
諏
。
近
時
愈
樋
の
如
き
は
、
巫
威
の
こ
阿
字
を
以
て
姓
と
し
、
昭
を
以

て
名
と
レ
股
臣
巫
威
の
子
孫
に
て
、
巫
威
其
入
で
は
な
い
と
し
て
居
る
瑛
（
奮
撰
難
纂
荘
子
人
名
考
）
我
輩
は
之

に
賛
成
す
る
。
併
し
巫
成
を
姓
と
な
す
説
ば
、
猶
他
に
考
ふ
べ
き
熾
が
あ
る
。
前
に
基
げ
た
巫
威

の
名
は
荷
書
認
す
る
所
の
段
臣
以
外
に
澤
田
あ
っ
て
、
そ
れ
が
、
般
以
前
に
も
あ
っ
た
や
う
に
見
え
、

　
、
　
、
　
　
　
　
、
　
、
　
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．
　
　
　
　
　
　
　
　
、

叉
季
域
と
の
巫
威
紹
と
い
ふ
風
に
巫
た
る
竜
の
名
前
に
座
と
い
ぶ
字
が
随
分
あ
る
所
か
ら
、
域
は

或
は
あ
る
格
段
な
巫
の
名
で
な
く
、
或
る
意
味
を
有
っ
た
普
通
名
詞
と
し
て
用
ゐ
ら
れ
た
の
で
は

な
い
か
と
思
ふ
。
其
身
蝶
は
数
年
來
河
南
の
湯
陰
縣
か
ら
登
見
さ
れ
て
、
考
古
學
期
間
に
少
な
か

ら
粗
興
味
を
輿
へ
て
る
る
亀
卜
古
字
に
、
股
の
帝
王
や
臣
下
の
名
が
刻
ま
れ
て
あ
る
が
、
其
申
に
威



畿1

ま
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
へ

戊
と
い
協
入
名
が
出
て
來
だ
。
羅
悪
言
齎
は
之
を
以
て
懇
書
君
爽
の
巫
威
な
ウ
と
し
『
意
者
。
巫
其

官
。
戊
翼
名
。
威
其
號
夷
。
』
と
い
っ
て
居
る
。
玉
璽
文
字
に
定
心
の
人
名
が
あ
っ
π
か
ら
、
そ
れ
が
即

ち
重
書
の
厳
威
と
定
む
る
に
つ
き
頭
越
の
嫌
は
十
分
あ
る
け
れ
ど
竜
、
巫
威
が
股
の
大
臣
で
、
同
時

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゆ
　
　
へ

に
巫
で
あ
っ
越
し
、
叉
こ
の
鎚
骨
文
宇
が
ト
の
用
に
供
せ
ら
れ
た
ど
、
又
古
交
禽
書
に
巫
威
と
な
つ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぬ
　
　
へ

て
居
る
も
の
が
今
文
殉
書
に
巫
戊
と
な
っ
て
居
陀
事
な
ど
を
考
慮
に
入
る
㌧
と
き
は
威
戊
即
ち

ヘ
　
へ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
リ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ま
　
　
　
　
　
へ

巫
威
と
同
一
人
な
う
と
の
想
橡
が
つ
か
毅
こ
と
竜
な
い
。
即
ち
威
と
は
巫
と
い
ふ
や
う
な
意
味

を
有
す
る
普
瓶
名
詞
で
、
戊
が
即
ち
藩
臣
の
名
で
あ
っ
だ
の
が
後
に
は
二
つ
に
分
れ
て
威
の
方
が

古
典
に
残
う
戊
の
方
が
今
丈
に
傳
は
ウ
て
、
均
し
く
固
有
名
詞
と
な
ウ
、
其
上
、
に
巫
の
字
を
冠
ら
す

る
に
至
つ
π
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
若
し
乙
の
大
豊
な
假
定
が
成
立
す
る
と
せ
ば
、
古
今
丈
の
記

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ね

す
る
所
同
じ
か
ら
ず
、
又
巫
に
威
の
名
を
有
つ
人
の
多
か
つ
鬼
理
由
竜
証
明
が
金
面
る
と
思
ふ
。

そ
れ
か
ら
今
一
つ
最
後
に
考
え
な
く
て
は
な
ら
諏
こ
と
は
、
威
の
古
音
は
寧
す
嚢
て
竜
な
く
麟
。
。
鐸

で
あ
る
。
然
る
に
支
那
の
巫
と
濾
し
種
類
の
竜
の
を
谷
底
ウ
ラ
ル
ア
〃
タ
イ
ッ
ク
人
種
で
，
何
と
呼

ん
．
で
居
る
か
と
い
ふ
に
、
囲
曽
β
国
塑
営
2
図
欝
崔
Φ
炉
と
い
ひ
、
満
重
語
で
は
ζ
a
｝
多
白
蟄
と
い
ふ
そ
う
で
あ
る
。

o駐

ｲ
更
琵
響
算
葛
a
。
ぎ
諺
二
軸
。
。
日
暴
り
O
雰
露
諺
浸
罎
⑦
な
ど
は
皆
こ
れ
か
ち
禺
穴
の
で
あ
る
。
　
一
身
モ
ノ
シ
ラ

ピ
ッ
ク
な
支
那
語
の
乙
と
で
あ
る
か
ら
、
無
暗
に
喉
聲
音
の
み
を
取
っ
て
他
の
國
語
と
地
較
す
る
乙

　
　
　
　
支
那
上
臨
代
の
撚
座
域
に
就
い
℃
　
　
　
　
　
　
　
　
　

．
、
　
　
　
　
．
　
｝
セ
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哲
醗
’
研
究
　

策
四
號
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・
　
　
・
　
一
八

と
は
危
瞼
が
多
い
。
然
れ
ど
も
此
の
揚
早
藤
威
と
麹
書
と
の
一
致
を
全
く
偶
然
と
言
は
璽
そ
れ

ま
で
な
れ
ど
、
我
輩
は
前
に
基
げ
た
通
う
、
巫
が
原
始
的
の
民
族
に
共
通
な
竜
の
で
あ
っ
て
、
支
那
に

限
っ
た
も
の
で
な
い
と
す
れ
ば
、
威
と
曳
網
ζ
と
も
必
ず
し
も
聲
昔
の
偶
、
相
同
し
き
の
み
で
は
な
い

と
信
ず
る
の
で
あ
る
。
猫
支
那
上
代
の
巫
と
支
那
の
文
化
と
の
開
係
、
支
那
の
肚
會
に
於
け
る
巫

の
地
位
の
獲
遜
に
就
い
て
蓮
べ
て
見
た
い
と
思
ふ
が
、
こ
れ
は
別
に
機
會
を
待
つ
こ
と
＼
す
る
。


